
2025 年度 第２回鈴亀地区 MTK 報告書 

2025.6.22 8:00～10:00 

鈴鹿市立平田野中学校 

参加者 1０人 

 

第２回ＭＴＫを開催しました。ＦＡコーチの巡回指導から学ばせていただきました。 

 

【指導実践】トピック『ゴール前の攻防』（指導対象：鈴亀 TC U13 選手） 

 
 Ｗ－ｕｐ パス＆コントロール ○大きさ：10ｍ～15ｍのサークル（6 人～7 人） 

①ﾊﾟｽしてｱﾌﾟﾛｰﾁ→ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ・ﾜﾝﾂｰ・3 人目で突破    ②受けての両ｻｲﾄﾞがｻﾎﾟｰﾄ→3 角形の形成→ 

ｾｯﾄ・ﾌﾘｯｸ・3 人目（原則ワンタッチ） 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＴＲ－１ ３対２＋GK コールゲーム    GAME ６対６（１－３－２） 

 ○守備側が奪ったら１人入って攻撃する 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

暑さと定期テスト明けの選手がほとんどという厳しい状況であったが、ＦＡコーチの情熱あふれるコーチン
によりトレーニングは進んでいった。W-up の際、ゴール前でシュートに至るまでのデモを入れることでイメ
ージを持たせたり、ＴＲ１を得点制にすることでモチベーションを引き出したり、ＴＲ２を省略したり、守備
はあえて求めない等、現場で選手の状況を観て判断することの大切さを学ばせていただきました。さらに、選
手にゲームのイメージを持たせることの難しさと重要性を改めて学んだ研修会となりました。 

  
離れることで 
幅・深さを 
確保する 

ゴール前を 
イメージして 

クサビを受け
た選手の両隣
がサポート 

【留意点】 
・動き出し、サポートのタイミング・緩急をつけてプレー。 
・動きながら観る。パス&コントロールの質・ﾜﾝﾂｰは背中をとる。 
・相手、味方との距離により全員がポジションを取り続ける。 
・ボールに対して寄るのか離れるのか。 
・ステップワーク。 
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全体としての 
幅・深さを 
保ちながら 

攻撃の優先 
順位を意識 
した受け方 

白！ 

パスの質 
(スピード) 

並ぶ位置も
状況を観て
判断 

【留意点】 
・優先順位（まずシュートへ・仕掛ける・背後を狙う） 
・コンビネーション（ワンツー・３人目）・観て駆け引き 
・動きながらのパス&コントロールとシュートの質 
・攻守の切り替え  ・タイミングの良い攻撃参加 
・ボールを追い越す動き 

【留意点】 
・優先順位（シュート・背後を狙う・仕掛ける） 
・幅と深さ⇒オフのポジショニング 
・コンビネーション（ワンツー・三人目） 
・動きながらのパス&コントロールとシュートの質 
・攻守の切り替え（一瞬の隙を突く） 

リスク管理 
も忘れない 


